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【経堂地区防災計画作成団体】                                     （順不同） 

経堂１丁目町会 経堂北町会 

経堂南町会 宮坂１・２丁目町会 

宮坂３丁目町会 桜丘１丁目町会 

桜丘町会 桜丘南町会 

桜丘小学校 PTA・おやじの会 世田谷小学校 PTA・おやじの会 

経堂小学校 PTA・おやじの会 笹原小学校 PTA・おやじの会 

桜丘中学校 PTA・おやじの会 世田谷小学校地域ネットいぶき 

経堂地区民生委員・児童委員協議会 赤十字奉仕団経堂分団 

経堂農大通り商店街振興組合 経堂商店街振興組合 

千歳船橋参商会商店街振興組合 経堂本町会 

経堂西通り商店会 経堂南口平和通会 

経堂シンフォニー商店会 桜丘三丁目商店会 

経堂あんしんすこやかセンター ほほえみ経堂 

世田谷地域社会福祉協議会 世田谷消防団第６分団・第１６分団 

東京農業大学 スポーツクラブ＆スパ ルネサンス経堂 
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令和6年度　世田谷区危機管理部災害対策課

標高・急傾斜地崩壊危険度・土砂災害警戒区域等

１. 経堂地区の特性

(1)自然特性

位置

面積 2.92 K㎡ 33.4 m最高標高 52.6 m 最低標高

急傾斜地崩壊危険度

標高(m)
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道路・公共交通機関

14.4 ％

町会・自治会数 8 -

産
業

商業 78.3

昼夜間人口比

％

夜間の人口 53,105 人 工業 7.3 ％

昼間の人口 49,074 人

0.92 - 農業

耐火率(建築面積ベース) 63.0 ％

細街路率 32.5

高齢者数(65才以上) 10,823 人
鉄道駅

小田急小田原線豪徳寺駅 経堂駅 千
歳船橋駅 東急世田谷線 宮の坂駅

高齢者率(65才以上) 20.9 ％

若年層率(15才未満) 10.7 ％ 土地利用(宅地以外) 27.4 ％

％

世帯数 29,089 世帯 昭和56年以前木造建物棟数密度 72.7 棟/K㎡

若年層数(15才未満) 5,536 人 土地利用(宅地) 72.6 ％

１世帯あたり 1.78 人

(2)社会特性

人口 51,675 人

道路（幅員）

鉄道
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(2)社会特性

産業

用途
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火災危険度

(3)地域危険度

建物倒壊危険度

建物倒壊危険度

火災危険度
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震度分布

液状化分布

全焼棟数(倒壊建物含まず) 1,588 棟 うち重傷者 89 人

半壊棟数 1,133 棟 負傷者 524 人

(4)被害想定

全壊棟数 420 棟 死者 47 人

液状化危険度

震度
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被害棟数分布

(4)被害想定

全壊・半壊・

焼失棟数（棟）
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浸水想定（多摩川洪水版）

(4)被害想定

浸水想定（内水氾濫・中小河川洪水版）

浸水の深さ

浸水の深さ
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宮の坂出張所 

野川・仙川洪水時避難所

ヶ所

輸送拠点

給水拠点

広域用防災倉庫

土のうステーション
烏山川緑道（経堂1の4付近）桜丘宇山緑地　南台公園　北沢川緑道（赤堤1の
29付近）

警察署・交番 経堂駅前交番　桜丘交番

帰宅困難者支援施設 1

マンホールトイレ 12 ヶ所 防災行政無線塔

消防署・出張所

10 ヶ所 緑地 2

ボランティアマッチングセンター

緊急医療救護所

一時滞在施設 トヨタモビリティ東京㈱ 世田谷桜丘店

一時集合所

稲荷森稲荷神社　宇山稲荷神社　烏山川緑道（中村橋）　区立山下公園　経堂4
丁目児童遊園　経堂出張所・経堂まちづくりセンター　経堂小学校　経堂大橋
公園　桜丘3丁目児童遊園　桜丘5丁目公園　桜丘こぶし公園　桜丘すみれば
庭園　桜丘小学校　桜丘中学校　桜樹広場　桜木中学校　笹原小学校　山下西
公園　世田谷小学校　世田谷八幡宮駐車場　西原公園　石仏公園　南公園　南
台公園　弁天公園

指定避難所 経堂小学校 桜丘小学校 桜丘中学校 笹原小学校 世田谷小学校

福祉避難所（高齢者）

予備避難所 スポ-ツクラブ＆スパルネサンス経堂　東京農業大学

東京農業大学

東京都災害拠点病院

東京都災害拠点連携病院

一時避難施設（車中避難） ヶ所

土砂災害時避難所

(5)防災資源一覧

広域避難場所 馬事公苑・東京農業大学一帯

桜丘中学校

水害時避難所（第1次）

水害時避難所（第2次） 桜木中学校　経堂地区会館

避難所救護所

福祉避難所（母子）

福祉避難所（障害者） ほほえみ経堂　にこにこみやさか
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世田谷区防災マップデータ　令和6年3月
首都直下地震等による東京の被害想定　報告書　令和4年5月25日
地域危険度一覧表（地震に関する地域危険度測定調査［第9回］）　令和4年9月

世田谷区GISオープンデータ

出典
世田谷区土砂災害ハザードマップ　令和6年7月発行

世田谷区洪水・内水氾濫ハザードマップ（多摩川洪水版、内水氾濫・中小河川洪水版）令和6年7月発行
世田谷の土地利用2021　世田谷区土地利用現況調査

世田谷区の町丁目別人口と世帯数　令和6年3月1日
世田谷区の年齢別人口　令和6年3月1日

令和2年国勢調査による 東京都の昼間人口（従業地・通学地による人口）第11表

(6)防災資源マップ
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(7)区民アンケート（経堂地区）

　このアンケートは、今後の区内各地域及び地区における災害関連施策の検討や取組みに活用することを
目的として、令和６年度に災害対策課が実施した「在宅避難支援事業（防災カタログギフト）」に合わせて
行ったものである。
　なお、以下に記載している回答集計結果は、カタログギフト申込者のうち、ＷＥＢで申し込みをした区民
へ任意での回答を依頼し、令和６年８月９日から９月８日までに回収できた分である。

単純集計(1/5）

居住形態

【１】あなたはマンションなどの集合住宅にお住まいですか。

水や食料の備蓄状況

【２】あなたのご家庭では、災害に備えて水や食料は何日分備蓄していますか。

集合住宅

68.2%

(2,635

件)

集合住宅以外

31.0%

(1,196件)

無回答

0.9%

(33件)

n=3,864

居住形態（単数回答）

１～２日分

29.2%

(1,130

件)

３日分

29.9%

(1,157

件)

４～６日分

14.4%

(555件)

１週間分以上

9.3%

(358件)

水や食料の備

蓄はしていない

16.9%

(652件)

無回答

0.3%

(12件)

n=3,864

水や食料の備蓄状況（単数回答）

　　　　　　　（－143－）経堂－10　　　　　　　　



(7)区民アンケート（経堂地区）

単純集計(2/5）

震度６強の地震発生時の避難行動

【３】震度６強の大きな地震が発生した場合、どのような避難行動をとりますか。

小中学校など地域

の避難所に行く

20.1%

(778件)

自宅が無事で危険がな

ければ自宅に留まる

（在宅避難）

72.8%

(2,814件)

危険がない家族

や親戚・友人の

家に避難する

（縁故避難）

3.1%

(119件)

自身で宿泊施設等を

確保して避難する

（自主避難）

0.9%

(35件)

その他（考えて

いないなど）

2.3%

(90件) 無回答

0.7%

(28件)

n=3,864

震度６強の地震発生時の避難行動（単数回答）
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(7)区民アンケート（経堂地区）

単純集計(3/5）

災害時の心配ごと

【４】災害が起こった場合、どのようなことが心配ですか。

81.8%(3,161件)

69.4%(2,680件)

65.1%(2,517件)

62.1%(2,399件)

61.4%(2,373件)

58.1%(2,244件)

46.7%(1,805件)

46.5%(1,798件)

45.8%(1,770件)

43.9%(1,695件)

37.8%(1,461件)

37.0%(1,430件)

27.4%(1,060件)

25.2%(973件)

24.6%(950件)

21.3%(822件)

19.3%(744件)

14.2%(547件)

13.8%(534件)

0.3%(11件)

0.7%(26件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族の安否

食料、飲料水、生活必需品の不足

トイレなどの衛生環境

生活用水の不足

電気、水道、ガスなどのライフラインの停止

自宅や避難所での被災生活

携帯電話を含む通信の不通

電力不足

外出先からの帰宅困難

地震による火災

健康管理

建物被害

道路や交通機関の被害や混乱

災害状況などの情報入手の困難

行政や国の支援体制

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒

SNS 等によるデマ情報の拡散

ペットに関すること

地域の方との助け合い不足

あてはまるものはない

無回答

n=3,864

災害時の心配ごと（複数回答）
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(7)区民アンケート（経堂地区）

単純集計(4/5）

在宅避難をするために必要だと思うこと

【５】区では、震災時に自宅が安全であれば、そのまま自宅で避難生活を送る「在宅避難」を推奨しています。在宅避難
をするためには、どのようなことが必要だと思いますか。

91.9%(3,552件)

78.7%(3,040件)

67.8%(2,618件)

65.8%(2,544件)

56.4%(2,179件)

53.8%(2,080件)

46.5%(1,797件)

40.7%(1,574件)

36.7%(1,417件)

33.0%(1,276件)

31.9%(1,233件)

30.5%(1,177件)

25.2%(975件)

13.9%(538件)

0.2%(8件)

1.8%(69件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食料、飲料水、生活必需品の確保

生活用水の確保

トイレなどの衛生環境対策

電気、水道、ガスなどのライフライン供給

電力確保（可搬型バッテリーなど）

携帯電話を含む通信環境の確保

耐震性の高い住宅

健康管理（常備薬の確保など）

災害状況などの情報入手

行政や国の支援体制

感震ブレーカー設置などの火災発生防止対策

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒防止対策

地域の方との助け合い

ペット用品の確保

あてはまるものはない

無回答

n=3,864

在宅避難をするために必要だと思うこと（複数回答）
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(7)区民アンケート（経堂地区）

単純集計(5/5）

災害時にできる住民同士の支援

【６】災害時に地域や近所の住民同士でどのような支援（手助け）ができると思いますか。

防災訓練や防災教室への参加意向

【７】どのようなことがあれば、世田谷区が実施している防災訓練や防災教室に参加しようと思いますか。

69.4%(2,680件)

56.2%(2,171件)

53.4%(2,062件)

50.4%(1,949件)

44.6%(1,722件)

44.5%(1,719件)

25.5%(987件)

20.0%(774件)

13.1%(507件)

1.3%(52件)

2.4%(94件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安否確認（「大丈夫ですか」などの声かけ）

物資を運ぶ手助け

プライバシーを守りつつ情報の共有

（災害状況や避難情報など）

避難の手助け

高齢者や身体の不自由な方などの

支援を必要とする人の手助け

消火活動の手助け

介助や応急手当

一時的な保護・預かり

地域や近所と協力し合う関係性ではない

あてはまるものはない

無回答

n=3,864

災害時にできる住民同士の支援（複数回答）

45.6%(1,763件)

44.4%(1,714件)

42.9%(1,658件)

31.8%(1,229件)

28.1%(1,085件)

15.6%(601件)

15.4%(596件)

4.4%(170件)

9.8%(380件)

3.2%(125件)

0% 20% 40% 60%

実施日や内容の周知・啓発

参加しやすい時間

アクセスしやすい場所

個人でも参加しやすい

オンラインでの参加が可能

親子や子どもが参加しやすい内容

記念品（ノベルティグッズ）がもらえる

子どもを預かるサービスがある

あてはまるものはない

無回答

n=3,864

防災訓練や防災教室への参加意向（複数回答）
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(7)区民アンケート（経堂地区）

クロス集計(1/4）

水や食料の備蓄状況

【２】あなたのご家庭では、災害に備えて水や食料は何日分備蓄していますか。

震度６強の地震発生時の避難行動

【３】震度６強の大きな地震が発生した場合、どのような避難行動をとりますか。

30.7%

(810件)

25.7%

(307件)

28.7%

(756件)

33.3%

(398件)

12.0%

(315件)

19.7%

(236件)

7.8%

(206件)

12.4%

(148件)

20.6%

(543件)

8.7%

(104件)

0.2%

(5件)

0.3%

(3件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集合住宅

（n=2,635）

集合住宅以外

（n=1,196）

【居住形態別】 水や食料の備蓄状況（単数回答）

１～２日分 ３日分

４～６日分 １週間分以上

水や食料の備蓄はしていない 無回答

21.0%

(553件)

18.5%

(221件)

71.2%(1,875件)

77.6%(928件)

3.5%

(93件)

2.2%

(26件)

0.9%

(25件)

0.8%

(9件)

3.1%

(81件)

0.8%

(9件)

0.3%

(8件)

0.3%

(3件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

集合住宅

（n=2,635）

集合住宅以外

（n=1,196）

【居住形態別】 震度６強の地震発生時の避難行動（単数回答）

小中学校など地域の避難所に行く

自宅が無事で危険がなければ自宅に留まる（在宅避難）

危険がない家族や親戚・友人の家に避難する（縁故避難）

自身で宿泊施設等を確保して避難する（自主避難）

その他（考えていないなど）

無回答
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(7)区民アンケート（経堂地区）

クロス集計(2/4）

災害時の心配ごと

【４】災害が起こった場合、どのようなことが心配ですか。

79.1%(2,083件)

69.7%(1,836件)

64.7%(1,705件)

62.5%(1,648件)

60.6%(1,597件)

57.3%(1,510件)

47.2%(1,244件)

46.5%(1,226件)

45.4%(1,196件)

40.9%(1,077件)

36.1%(950件)

34.4%(907件)

27.3%(719件)

25.3%(667件)

24.3%(639件)

21.1%(557件)

19.8%(521件)

13.8%(363件)

11.6%(305件)

0.4%(10件)

0.3%(8件)

89.0%(1,064件)

69.7%(834件)

67.1%(802件)

62.0%(741件)

64.0%(766件)

60.4%(722件)

46.3%(554件)

47.3%(566件)

47.7%(570件)

51.2%(612件)

42.6%(509件)

43.4%(519件)

28.1%(336件)

25.3%(303件)

25.8%(308件)

22.0%(263件)

18.5%(221件)

14.0%(168件)

20.2%(241件)

0.1%(1件)

0.1%(1件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族の安否

食料、飲料水、生活必需品の不足

トイレなどの衛生環境

生活用水の不足

電気、水道、ガスなどのライフラインの停止

自宅や避難所での被災生活

携帯電話を含む通信の不通

電力不足

外出先からの帰宅困難

地震による火災

健康管理

建物被害

道路や交通機関の被害や混乱

災害状況などの情報入手の困難

行政や国の支援体制

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒

SNS 等によるデマ情報の拡散

地域の方との助け合い不足

ペットに関すること

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】災害時の心配ごと（複数回答）

集合住宅

（n=2,635）

集合住宅以外

（n=1,196）
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(7)区民アンケート（経堂地区）

クロス集計(3/4）

在宅避難をするために必要だと思うこと

【５】区では、震災時に自宅が安全であれば、そのまま自宅で避難生活を送る「在宅避難」を推奨しています。在宅避難
をするためには、どのようなことが必要だと思いますか。

92.0%(2,423件)

77.5%(2,043件)

66.9%(1,764件)

64.6%(1,701件)

56.0%(1,476件)

53.6%(1,412件)

45.4%(1,197件)

39.0%(1,028件)

36.0%(949件)

32.0%(843件)

30.4%(802件)

29.3%(773件)

23.4%(617件)

11.9%(313件)

0.3%(7件)

1.5%(39件)

93.1%(1,113件)

82.3%(984件)

70.5%(843件)

69.7%(834件)

58.0%(694件)

55.2%(660件)

49.6%(593件)

45.3%(542件)

38.6%(462件)

36.0%(430件)

35.6%(426件)

33.4%(400件)

29.6%(354件)

18.7%(224件)

0.1%(1件)

1.1%(13件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

食料、飲料水、生活必需品の確保

生活用水の確保

トイレなどの衛生環境対策

電気、水道、ガスなどのライフライン供給

電力確保（可搬型バッテリーなど）

携帯電話を含む通信環境の確保

耐震性の高い住宅

健康管理（常備薬の確保など）

災害状況などの情報入手

行政や国の支援体制

感震ブレーカー設置などの火災発生防止対策

タンス、冷蔵庫など家具類の転倒防止対策

地域の方との助け合い

ペット用品の確保

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】在宅避難をするために必要だと思うこと（複数回答）

集合住宅

（n=2,635）

集合住宅以外

（n=1,196）
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(7)区民アンケート（経堂地区）

クロス集計(4/4）

災害時にできる住民同士の支援

【６】災害時に地域や近所の住民同士でどのような支援（手助け）ができると思いますか。

防災訓練や防災教室への参加意向

【７】どのようなことがあれば、世田谷区が実施している防災訓練や防災教室に参加しようと思いますか。

43.5%(1,145件)

43.1%(1,137件)

41.3%(1,087件)

33.9%(893件)

28.0%(739件)

17.0%(449件)

13.1%(345件)

4.3%(112件)

10.4%(275件)

3.1%(82件)

50.8%(608件)

47.8%(572件)

47.3%(566件)

27.5%(329件)

28.5%(341件)

12%(143件)

21.2%(253件)

4.8%(58件)

8.8%(105件)

2.3%(27件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

実施日や内容の周知・啓発

参加しやすい時間

アクセスしやすい場所

個人でも参加しやすい

オンラインでの参加が可能

記念品（ノベルティグッズ）がもらえる

親子や子どもが参加しやすい内容

子どもを預かるサービスがある

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】防災訓練や防災教室への参加意向（複数回答）

集合住宅

（n=2,635）

集合住宅以外

（n=1,196）

66.0%(1,738件)

55.0%(1,450件)

51.5%(1,358件)

48.5%(1,278件)

42.1%(1,110件)

41.7%(1,099件)

24.4%(642件)

18.2%(479件)

15.6%(410件)

1.6%(42件)

2.2%(57件)

78.1%(934件)

59.7%(714件)

58.0%(694件)

55.6%(665件)

50.7%(606件)

51.3%(613件)

28.7%(343件)

24.5%(293件)

7.9%(94件)

0.8%(10件)

1.6%(19件)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

安否確認（「大丈夫ですか」などの声かけ）

物資を運ぶ手助け

プライバシーを守りつつ情報の共有（災害状況

や避難情報など）

避難の手助け

高齢者や身体の不自由な方などの支援を必要

とする人の手助け

消火活動の手助け

介助や応急手当

一時的な保護・預かり

地域や近所と協力し合う関係性ではない

あてはまるものはない

無回答

【居住形態別】災害時にできる住民同士の支援（複数回答）

集合住宅

（n=2,635）

集合住宅以外

（n=1,196）
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 ２　各団体の防災活動～現在の取組状況～

数

量

場

所

数

量

場

所

数

量

場

所

名

称

場

所

回

数

実

施

場

所

回

数

実

施

場

所

訓

練

名

称

実

施

場

所

経堂1丁目町会 20 ○
避難所訓練
発災対応

3 ○ ○ ○ 1
桜丘小学
校、経堂駅
前

1 経堂駅前

経堂北町会 ○ ○ 2 町会員宅 1 経堂地区会館 ○ 2
経堂小学校
と石仏公園

1
経堂地区
会館

経堂南町会 2 ○

避難所運営訓
練会議
D型ポンプ操
作訓練時

1
10

○ ○ 1
町内倉庫（経堂
4丁目児童遊
園）

1
町内倉庫（経
堂4丁目児童
遊園）

○ 2

桜丘小学校
経堂4丁目
児童遊園
南公園

1
経堂南地
区会館大
広間

宮坂1・2丁目
町会

30 ○ 町会理事会 2 ○ ○ 4
世田谷小学校、
ねむの木公園訓
練、町会長宅

2
世田谷小学
校、ねむの木
公園

○ 2
世田谷小学
校

1
世田谷小
学校

施設見学
防災施設
（年1回）

宮坂3丁目町会 ○
宮坂3丁目町
会役員会

12 ○ ○ 4 町会役員宅 1 町会防災倉庫 ○ 2
経堂小学校
町内児童公
園

桜丘1丁目町会 5 ○ ○ ○ 3 町内3カ所 ○ 1 町会内

桜丘町会 16 ○ 災害時支援隊 3 ○ ○ 4

桜樹広場第1防災倉
庫（2）、桜樹広場内
（1）、都営桜丘5丁
目アパート東側（1）

1 西原公園内 ○ 2
笹原小学校
桜丘中学校

まちかど防
災訓練

町内（年2回）

桜丘南町会 8 ○ ○ ○ 3
宇山神社公会堂
下倉庫外2箇所

9

南町会宇
山神社公
会堂下倉
庫

○ 3
笹原小学校
宇山神社

2
施設見学
会体験（1
年に1回）

バスにて
色々な施設
へ

東京農業大学 ○
防火防災対策
委員会

1～
2

○ ○ 2 700
屋内
消火
栓

○ 15 3

経堂農大通り
商店街振興組
合

13 ○ 理事会 3 ○ ○ 1
区駅前南自転車
場

6
商店街
内

○ 1
駅前ロータ
リー

経堂商店街振
興組合

9 ○ 商店街理事会 12 ○ ○ 1
スタンドパイプ
倉庫

4
各階フ
ロア

○ 1 商店街

経堂本町会 3 ○ 役員会 3 ○ ○ 1 経堂1-18-12 ○ 1
経堂駅
経堂1-17-
12

経堂西通り商
店会

5 ○ ○ ○ ○

経堂南口平和
通会

○ ○ ○

経堂すずらん通
り商店街防災
部

9 ○ 理事会 1 ○ ○ 1 1階裏口 ○ 4
各階エ
レベー
ター前

AED
1階エン
トランス

○ 1 会館前 1 会館地下

経堂セントラル
マンション管理
組合防災本部

9 ○ 防災会議 2 ○ ○ 21

各階エ
レベー
ター前、
その他
適宜

○ 防災会議 会議室

Ｄ型ポンプ

配

備

し

て

い

る

配

備

し

て

い

な

い

スタンドパイプ 消火器

消火資機材の配備 消火資機材の配備 防災訓練等の実施

その他その他

実

施

し

て

い

る

実

施

し

て

い

な

い

防災訓練 救命救急講習会

団体名

防

災

担

当

者

数

防災に関する会議
防災活動、

資機材配備等
の実施

実

施

し

て

い

る

実

施

し

て

い

な

い

会議名

実

施

回

数

（
年

間

）

実

施

し

て

い

る

実

施

し

て

い

な

い
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経堂1丁目町会

経堂北町会

経堂南町会

宮坂1・2丁目
町会

宮坂3丁目町会

桜丘1丁目町会

桜丘町会

桜丘南町会

東京農業大学

経堂農大通り
商店街振興組
合

経堂商店街振
興組合

経堂本町会

経堂西通り商
店会

経堂南口平和
通会

経堂すずらん通
り商店街防災
部

経堂セントラル
マンション管理
組合防災本部

団体名 一

時

集

合

所

広

域

避

難

場

所

避

難

所

街

路

消

火

器

防

火

水

槽

震

災

用

井

戸

消

火

栓
その他

○ 1 ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ 1 ○
宮坂3丁目
町会

○ ○ ○

○ 1 1 ○ ○ ○ ○ 特に訓練は無し

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
公衆電話
ＡＥＤ 4 4 ○ ○ ○ ○

75歳以
上敬老訪
問により
理事把握

○ ○

無線局登録5機
簡易型　4機 ショ
ルダー型コンパクト
メガホーンｘ1　フ
リーハンド型拡声
器ｘ1、ポータブル
アンプ一式ｘ1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
緊急連絡先
地区内医療機関
総合病院

1 0 ○ 経堂北町会 ○
地震等の
時安否確
認を行う

○ ○

○ ○ 1 ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ＡＥＤ 3 2 ○ ○

桜丘南町会
東京農業大
学（ボクシン
グ部、野球
部）

○ ○

町会加入
世帯で、
75才以
上の障害
のある方
で希望者

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 桜丘町会 ○ ○
最初に災害本部
委員に連絡をす
る

○ ○ ○ ○ 町会 ○ ○ ○ ○

○ 3 0 ○ ○

○ ○ ○ ○
商店街、町
会、小学校 ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○
世田谷区商
店街連合会

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○

防災士等の数
災害時連携・協定

（区を除く）

避難行動
要支援者

協定
防災マップ 防災マップ

掲載情報

作

成

済

作

成

中

作

成

検

討

中

作

成

予

定

な

し

避難行動要支援者対策 連絡手段の確保

協定
先

・内容

締

結

し

て

い

る

検

討

中

で

あ

る

日

頃

か

ら

の

見

守

り

活

動

避

難

行

動

要

支

援

者

体

験

その他

特

に

実

施

 

し

て

い

な

い

簡

易

無

線

連

絡

網

の

作

成

・

整

備

その他

掲載情報

予

定

は

な

い

防

災

士

把

握

し

て

い

な

い

地

域

防

災

リ
ー

ダ
ー

把

握

し

て

い

な

い

他

団

体

と

の

連

携

協

定

締

結

特

に

な

し

連携先
・内容
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経堂1丁目町会

経堂北町会

経堂南町会

宮坂1・2丁目
町会

宮坂3丁目町会

桜丘1丁目町会

桜丘町会

桜丘南町会

東京農業大学

経堂農大通り
商店街振興組
合

経堂商店街振
興組合

経堂本町会

経堂西通り商
店会

経堂南口平和
通会

経堂すずらん通
り商店街防災
部

経堂セントラル
マンション管理
組合防災本部

団体名

○ ○ 1 1 20 ○ ○ ○ ○ 町会倉庫 ○ ○ ○

○ ○ 1 1 2 28 1 町会倉庫 ○

○
世田谷区防災マニュアル
による

○ 1 1 2 1 15 1 1 5 3 1
町会倉庫（経堂4丁目児童遊
園及び南台公園）

○ 100 60

○ ○ 2 4 2 100 3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

一輪車ｘ2　車椅子ｘ1　エンジン
チェンソーｘ1　油圧ジャッキ
ツーウェイキャリーｘ2　ハロゲ
ン投光機ｘ3　4　グルーブｘ10
ゴーグルｘ10　防粉マスクｘ60
救助用ロープｘ1　らくらく「おん
ぶ」ｘ4

町会長宅倉庫他 ○

○ ○ 2 2 1 25 1 無線機4 宮坂3丁目倉庫 ○

○ ○ 1 2 30 3 ○

○ ○ 1 4 2 1 10 2 2 1
※ヘルメットは役員各自1個
自宅に配備

第1防災倉庫（桜樹
広場）
第2防災倉庫（西原
公園）
稲荷神社　境内倉庫

○
10k

g
60 50

384
（50
0ml）

○ ○ 2 10 2 2 70 2 10 5 2 1
チェンソー
エンジンカッター

桜丘南町会宇山神
社公会堂下倉庫
神社広場防災倉庫

○

○
防災業務計画
災害対策本部運営計画
災害時対応マニュアル

○ ○ ○ 8 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ 2 1 13 ○ 1 1 ○

○ ○ 2 1 2 1 10 1 チェンソー
倉庫（1階）、地下備
蓄倉庫

○ 300 240 600

○ ○ 2 10
経堂1-17-12
斉藤たばこ店

○

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地下倉庫
１F倉庫

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ア

ル

フ

ァ

米

ビ

ス

ケ

ッ
ト

・

乾

パ

ン

お

か

ゆ

飲

料

水

防災活動に関するマニュアル
（避難所運営マニュアルを除く）

救出救助に係る資機材の配備

その他 保管場所

備

蓄

し

て

い

な

い

備

蓄

し

て

い

る

は

し

ご

策

定

済

み

策

定

中

検

討

中

予

定

な

し

名称

配

備

し

て

い

な

い

食糧等の備蓄

配

備

し

て

い

る

リ

ア

カ
ー

ツ

ル

ハ

シ

脚

立

担

架

救

急

セ

ッ
ト

ヘ

ル

メ

ッ
ト

救

助

工

具

セ

ッ
ト

バ
ー

ル

ス

コ

ッ
プ

手

お

の

の

こ

ぎ

り

ジ

ャ

ッ
キ

両

口

ハ

ン

マ
ー
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経堂1丁目町会

経堂北町会

経堂南町会

宮坂1・2丁目
町会

宮坂3丁目町会

桜丘1丁目町会

桜丘町会

桜丘南町会

東京農業大学

経堂農大通り
商店街振興組
合

経堂商店街振
興組合

経堂本町会

経堂西通り商
店会

経堂南口平和
通会

経堂すずらん通
り商店街防災
部

経堂セントラル
マンション管理
組合防災本部

団体名

○ ○ ○ ○ ○ ○ 3
電池単２＊１０、簡易テント、石油
ストーブ、係用ベスト

会長宅
町会倉庫

経堂1丁目町会
住民

3

24 422 1 2 南台公園倉庫

Ｄ級ポンプによる消火訓練
を月1回実施。
毎年「歳末夜回り」を2日実
施。

10 3 220

水中ポンプｘ1　石油ストーブｘ3　工
場扇ｘ2　スポットクーラーｘ2　パー
テーションｘ1　ガソリン缶石油缶ｘ5
かまどセットｘ2　鍋セットなどｘ4
食器セットなどｘ3　燻薪25kg

世田谷小学校防
災倉庫（町会用）
町会長宅倉庫

D型ポンプ及びスタンドパイ
プ年2回点検及び訓練

2

折りたたみ式リヤカー2、床クッショ
ンマット10、テント大中各2、簡易ト
イレ、炊き出しかまど、鍋、ガスコン
ロ

町内防災倉庫
町内各ブロック（各班）毎に
スタンドパイプを使用した消
火訓練を実施している。

110 2 400 2 3 2 5 ロープ2巻

第1防災倉庫
（桜樹広場）
第2防災倉庫
（西原公園）
稲荷神社境内倉
庫

町内住民

10月～12月　町内夜間パト
ロール（月2～4回）
12月26日～30日　町内夜
警（21時～翌1時まで）

2
毛布3枚
座布団60枚位

南町会宇山神社
公会堂下倉庫

○ 3 ○

毛布ｘ500
タンカｘ10
ＬＨＤ照明機具
中型発電機ｘ3　他

150 300 10 74 1 100

大人用紙おむつ　子供用紙おむ
つ　石油ストーブ　ラジオ　蓄電
気　蓄電池　マンホール対応型ト
イレ　毛布ｘ50　エマージェン
シーブランケットｘ150　トイレッ
トペーパー

各階ホール、備
蓄倉庫

組合員

検討中

当商店会は飲食店が多く通りの
店が大多数のため会としての防
災対策が進んでいないのが現状
です。今後は町会などの協力を
お願いし、徐々に対策をしてい
く考えでいます。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ガソリン缶
地下倉庫
会館裏倉庫

組合員

その他 保管場所
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非
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３ 経堂地区の課題と取組み   

 

課題１ 住民同士のつながり、ネットワークの拡充 

 

■現状（意見） 

○町会同士や商店街との連携 

・町会と商店会の繋がりを深める。町会・商店会で災害発生直後の役割分担について協議する。 

・近隣住民同士の連携が不可欠。お隣同士は仲良く情報交換しておきたい。 

・町会や商店会への加入を促進していくべき。 

・災害時○○提供の店等商店会の物資提供の仕組みづくりが必要。 

・都営住宅の防災訓練参加率が高い。より狭いコミュニティで訓練を広げていくのもよい。 

・近隣町会で連携することが大事。采配するリーダーが必要。 

・町会の防災組織が基本。他に手が回らない。一時集合所の運営方法を整理する必要がある。 

 

○避難行動要支援者の安否確認 

・高齢者や障害者について町会だけでは把握が難しい。 

・避難行動要支援者の把握と安否確認をどのようにするか具体的に決まっていない。 

・安否確認に個人情報の壁がある。障害者施設と町会の連携も現時点ではまだできていない。 

・要支援者への取り組みは、町会、あんすこ、学校、PTA、おやじの会との連携が必要となる。 

・効果的な支援のため、要支援者が支援内容の把握、地域との繋がりの認識を深める必要がある。 

 

○小・中学校保護者等若い世代への働きかけ 

・災害時のことに関心を持ってもらい、人的ネットワークを広げていく必要がある。 

・中学生と一緒に訓練することは、大人になっても関心を持ってもらえるのでよい。 

・魅力がないと参加してくれない。中高生のニーズを聞き、生徒と保護者を巻き込んだ訓練をすべき。 

・避難所運営訓練や防災訓練へのおやじの会の参加を呼びかける。次につながる機会とする。 

・小学校の保護者の中には自分の町会を知らない人たちがいるため周知が必要。 

・人集めが課題。消防団には最近若い人が入っている。呼びかけをしないと始まらない。 

 

■地区としての取組みの方向性 

・イベントを続けて地域の団体の顔が見える関係をつくる。 

・町会内のブロックや都営住宅等小さいコミュニティでの防災訓練を実施する。 

・地域のイベントやお祭りと合同で防災訓練を行う等参加者が楽しく訓練に参加できるよう工夫する。 

・東京農大との連携。行事に声をかけ、引き続き関係性を深めるとともに学生に関心を持ってもらう。 

・小さいコミュニティでのつながりを大切にする。 

・私立学校や神社・寺院・コンビニ・商業施設・スポーツ施設等に災害時の協力を呼びかける。 

・避難行動要支援者の対応について、あんしんすこやかセンター、社協、民生委員との連携を深める。 

・あんしんすこやかセンターを通じ、介護事業者との連携を深める。 

・災害時の避難行動要支援者対応の流れ、情報公開のルールを構築する。 

・地区内で災害時の連携について話し合う場を設ける。 
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■各団体の今後の取組みの方向性 

・経堂１丁目町会、経堂農大通り商店街、経堂本町会と経堂南口平和通会は、防災訓練を行い繋がりを 

深める。 

・経堂北町会と宮坂 3 丁目町会は地域の商店街や団体と協力し、合同でイベントを行い、顔が見える 

関係をつくり連携する。 

・経堂小の避難所運営訓練や防災訓練では子どもだけでなく、大人にも関心を持ってもらう工夫をし 

ていく。また、地域住民に向け両町会合同で発行した経堂小避難所運営マニュアル冊子版を今後も共 

有し更新していく他、円滑な避難所運営や住民への啓発活動を共同で検討していく。 

・経堂北町会とほほえみ経堂はお互いの会議やイベントに参加し、助け合える関係を目指す。 

・経堂南町会は安心・安全パトロールを継続して行う。 

・経堂南町会は、経堂１丁目町会と一緒に一時集合所から避難所となる桜丘小へ避難する訓練と避難 

所運営訓練を継続する。 

・経堂南町会では、地域のイベントやお祭りとセットで参加者が楽しく防災訓練に参加できるよう取り 

組む。 

・宮坂１・２丁目町会は世田谷小と全児童が参加する訓練を今後も継続して行う。 

・世田谷小避難所運営訓練への PTA の参加者を増やす。 

・経堂本町会は、AED の操作訓練を今後も実施していく。 

・宮坂１・２丁目町会は、避難行動要支援者支援協定を締結しており、今後も継続して要支援者を確認

し、民生委員と連携していく。 

・宮坂１・２丁目町会は町会への加入促進に取り組んでいく。 

・桜丘町会では地域の団体へ災害時要援護者支援隊の登録を呼びかける。 

・桜丘町会では笹原小保護者と連携し互いに防災訓練に参加するなど、相互協力を深める。 

・桜丘町会では避難行動要支援者へ配付する「さくらカード」を災害時の支え合いに活用していく。 

・桜丘の３町会では小さい単位での防災訓練を実施し、参加者を増やし、知り合う機会にしていく。 

・桜丘の３町会は、覚書を交わした東京農業大学と引き続き連携し、運動部の学生と地域で日頃から

交流し関心を持ってもらうことで、災害時に支え合える関係を築く。 

・桜丘地区では、イベントで防災訓練も実施するなど、楽しく・ふれあい・知り合えるよう工夫する。 

・桜丘南町会では東京農業大学と連携した秋の防災訓練を継続する。 

・桜丘南町会では夏休みラジオ体操最終日に消防署指導の元、親子の消火器訓練を継続していく。 

・桜丘南町会では毎年実施する他県の防災施設の見学等を行う研修会を長期間継続しており、今後も

継続することで防災意識向上と初参加者との交流など地域住民の関係性を深めていく。 

・桜丘南町会では、引き続きお祭りや盆踊り等のイベント実施により、地域の多くの方と知り合い、ふ

れ合える場を作っていく。また、今後定期の町会パトロールを検討する。 

・桜丘南町会は避難行動要支援者名簿の活用検討を行う。 

・笹原小学校おやじの会では、小学校を会場として実施する防災学習合宿等を通じ、 

児童・保護者に防災知識・意識の向上を図っていく。 
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課題２ 情報不足・情報が行き届いていない 

■現状（意見） 

○情報不足 

・情報については、町会に入っていない人も多く、行き届かない。 

・近所付き合いの希薄化が進み地域の人、情報をよく知らない。 

・訓練に参加している人は意識が高いが、一方で避難所に行けば助かると思っている人たちも多く住

民の意識改革が必要では。 

 

○防災マップの作成・まち歩き 

・町会で防災マップを作成し、防火水槽の場所やスタンドパイプ等防災資源を把握している。 

・道路の安全確認が非常に重要である。今後、防災マップを作成し、まちを歩いてみることも必要。 

・防災についてもっと精通しないといけない。また防災組織の強化をしないと意味がない。 

 

○集合住宅への働きかけ 

・集合住宅にどんな人が住んでいるか分からない。 

・集合住宅の安否確認、情報収集、防災組織の強化が課題 

・大型マンションとの連携が薄いため、マンションで防災訓練が実施される際、町会にも連絡してもら

い、町会員も訓練に参加するようになるといい。 

 

■地区としての取組みの方向性 

・子育て世代等が参加の多いイベントのときに防災訓練等をＰＲする。 

・小学校の児童・ＰＴＡ、町会でまち歩きを行い、地域の課題を再確認する等その過程を大切にしながら

防災マップを作成する。 

・防災マップを３年ごとに見直すなど、地域への浸透を目指す。 

・新しく開発される地区やマンションは建築中から町会加入について販売会社に加入促進の協力を求

める。 

・避難所運営訓練の案内を集合住宅にも配布させてもらうなど、防災意識の醸成を拡げていく。 

・水害時の避難所や災害時の情報手段、また、新型コロナウイルスにも関連した在宅避難の推進等、防

災関連情報について地域住民への周知を図る。 

 

■各団体の今後の取組みの方向性 

 

・経堂 1 丁目町会は、今後も町会独自のニュースを発行し、広報板や回覧で情報を発信していく。 

・経堂北町会と宮坂３丁目町会で一緒に作成した防災マップを 3 年ごとに見直す。また、町会ホームペ 

ージ等により防災関連の情報発信を行う。 

・宮坂 1・2 丁目町会は、地域特性や防災資源を確認し、地域の課題を認識し作成した防災マップを活 

用して地域住民や世田谷小の児童・ＰＴＡとまち歩きを行い、自ら考える意識を持てるよう防災学習に 

役立てる。 

・宮坂 1・2 丁目町会は、７５歳以上の方の個別訪問(敬老金)を継続してコミュニケーションをとる。 
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・桜丘の３町会では防災マップを一緒に作成し、情報を共有、活用していく。 

・桜丘南町会では独自の防災マップ作成を検討する。 

・NPO 世田谷桜丘まちづくりでは、災害時ミニＦＭで情報を発信する。 

・桜丘の３町会は新しく住宅が開発される地区やマンション販売会社に町会加入促進の協力を求める 

・桜丘地区ではウォークラリー等のイベントで子育て世代に防災訓練をＰＲしていく。 

 

 

課題３ 逃げなくてもいい安全なまちをつくるために 

 

■現状（意見） 

○スタンドパイプや可搬式Ｄ型消防ポンプの増設 

・経堂駅の北側は火災が延焼すると北の方面に行けなくなるため、初期消火が非常に大切になる。 

・延焼を遮断するためのまちづくりが必要。 

・住宅密集地区は火災が発生すると広がりやすいという危険性がある。 

・発災後の丁寧なシミュレーションが必要。 

・スタンドパイプや可搬式Ｄ型消防ポンプ操作訓練を定期的に行っているが、一部の固定化したメンバ 

ーしか参加していない。 

・２４時間開いており、若い従業員の多いコンビニエンスストアと連携していきたい。 

災害に備えてスタンドパイプなど初期に使う資機材を設置できるとよい。 

 

○狭い道路等の問題 

・狭あい道路が点在している。 

・烏山川緑道付近は地盤が弱い。 

・宮の坂駅付近の崖くずれが怖い。 

 

○区の施設等の有効利用 

・区の施設、設備、土地を有効利用する。スタンドパイプの設置場所等区の施設、設備が有効利用され 

ていない。 

・避難所となる学校のキャパシティ不足 

・私学の用地の活用・協力を依頼したい。 

・給水所が不足している。 

・災害時に小田急線が運休してしまった際、駅利用者の対応の必要がでてくる。 

・マンションの空地に防災倉庫を置けないか。 

 

■地区としての取組みの方向性 

・消火栓や街路消火器、スタンドパイプの不足を感じるため、増やすことを働きかける。 

・スタンドパイプや可搬式Ｄ型消防ポンプは、水は使わずセットする訓練等方法を工夫して訓練回数を 

増やす。 

・地区内の施設・私立学校・企業等への災害時の協力を依頼する。 

・在宅避難を推奨し、避難所との付き合い方をＰＲする。 
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■各団体の今後の取組みの方向性 

 

・経堂北町会と宮坂３丁目町会は、街路消火器等消火設備を増やし、火災の延焼を遮断するためのま 

ちづくりを進める。 

・経堂南町会は可搬式Ｄ型消防ポンプ操作訓練を今後も毎月実施する。 

・経堂南町会は防災訓練に参加する人を増やす工夫をしていく。 

・宮坂 1・2 丁目町会は、スタンドパイプの増設と設置場所を探す。 

・桜丘 1 丁目町会は大規模災害を想定し、町会内３か所で同時に消火器とスタンドパイプを操作する 

訓練を今後も実施していく。 

・桜丘南町会は、今後も宇山神社で防災訓練を実施していく。 

・東京農業大学は、大学周辺町会及び商店街の防災訓練に協力、支援をしていくとともに、大学内で 

の学生対象の普通救命講習会を継続していく。 

・桜丘地区では、在宅避難と１週間分の食料備蓄を推奨し、物資支援等避難所との付き合い方をＰＲし 

ていく。 

・桜丘町会では、引き続き、誰でも利用できるようスタンドパイプの公園等、公共の場への設置を進め 

ていく。 
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